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１. 実施区域  

金沢市の区域を、本計画の利便増進事業（以下「利便増進事業」という。）の対象とする。 
 

２. 事業の内容・実施主体 

金沢市は、持続可能な交通ネットワークの形成に向け、「歩行者・自転車・公共交通優先の

まちづくり」と「交通から暮らしの質やまちの魅力を高めるまちづくり」を基本的な考え方

とした「第３次金沢交通戦略（地域公共交通計画）」を令和５年３月に策定した。 
本計画では、上記戦略で掲げた基本的な考え方に基づく交通によるまちづくりの推進をす

るため、事業の内容、実施主体等を取りまとめたものである 
 
 

【第３次金沢交通戦略の基本的な考え方、基本方針】 
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第３次金沢交通戦略において、これまでの交通まちづくりの評価・課題、市民の移動実態や

ニーズ、社会・経済情勢や交通をめぐる状況変化への対応の方向性を整理。 
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また、各施策の方針・具体的な取組を以下のとおり戦略に記載。 
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【事業内容及び 
   実施内容等】 

事業名 

事業の内容 実施主体 

地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律における

位置づけ 

■共通乗車船券の発行（北陸鉄道鉄道線と市内路線バスの連携） 

石川線－金沢まちなかマ

ル得きっぷ（共通乗車船

券の発行） 

バスと鉄道（石川線）との乗

継利便性向上のため、「石川

線-金沢まちなかマル得きっ

ぷ」を販売。令和 7 年度以降

継続実施する。（令和 6 年度

は実証実験） 

北陸鉄道㈱ 地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律第２条第

１３号ロ（３） 

■交通結節施設の充実 

金沢版モビリティハブの

整備 

様々な交通手段を組み合わ

せ利便性の向上を図る交通

結節点の機能強化に向けた

整備を実施 

金沢市 

北陸鉄道㈱ 

地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律第２条第

１３号ハ、同法施行規則９条

の３第２号 

■バス走行環境の充実 

バスレーンの強化 バス所要時間短縮に向けた

バスレーン社会実験の実施 

金沢市 地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律第２条第

１３号ハ、同法施行規則９条

の３第７号 

■その他、地域公共交通の利用を円滑化するための措置 

金沢ふらっとバス EV 化 市内中心部を走行するコミ

ュニティバスの EV 化 

金沢市 地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律第２条第

１３号ハ、同法施行規則９条

の３第５号 

連節バスの導入 路線バスの持続可能性を確

保するため、連節バスの導入

及び走行環境の整備を実施 

金沢市 

北陸鉄道㈱ 

地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律第２条第

１３号ハ、同法施行規則９条

の３第５号 
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(1） 共通乗車船券の発行（北陸鉄道鉄道線と市内路線バスの連携） 

指定する石川線各駅～野町駅までの電車、野町駅～金沢駅までの路線バス（城下まち金沢

周遊バス除く）が利用開始から８時間乗り放題になる乗車券を発行する。（指定区間内であれ

ば、利用の発地・着地は任意） 
発売期間 令和７年 4 月～ 
利用 ご利用当日の始発便から最終便の間で利用開始してから８時間 
区間 北陸鉄道石川線 鶴来～西泉間の各駅から野町駅経由 

北陸鉄道グループバス 野町駅～金沢駅または金沢駅西口間 
の各駅・バス停相互間が乗り放題 

発売金額 500 円～750 円（小児 260 円～380 円） 
※デジタルチケットで発売、割引金額は最大５割引 

有効期限 購入日を含めて 4 日間 

 
図 通用区間（上記記載の駅・バス停相互間が 8 時間乗り放題） 
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表 各駅からの発売額（５割引きの価格） 

 

 
  

区間 発売金額

参考：割引前の往復運

賃（各駅～金沢駅まで

の往復鉄道・バス運賃

の合計）

鶴来駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1500円（小児760円）

日御子駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1500円（小児760円）

小柳駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1420円（小児720円）

井口駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1420円（小児720円）

道法寺駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1340円（小児680円）

曽谷駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1340円（小児680円）

陽羽里駅～金沢駅 750円(小児 380円) 1340円（小児680円）

四十万駅～金沢駅 650円(小児 330円) 1300円（小児660円）

乙丸駅～金沢駅 650円(小児 330円) 1220円（小児620円）

額住宅前駅～金沢駅 650円(小児 330円) 1220円（小児620円）

馬替駅～金沢駅 650円(小児 330円) 1060円（小児540円）

野々市工大前駅～金沢駅 550円(小児 280円) 1040円（小児530円）

野々市駅～金沢駅 550円(小児 280円) 900円（小児460円）

押野駅～金沢駅 550円(小児 280円) 900円（小児460円）

新西金沢駅～金沢駅 500円(小児 260円) 840円（小児440円）

西泉駅～金沢駅 500円(小児 260円) 820円（小児420円）
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(2） 金沢版モビリティハブの整備 

様々な交通モードを組み合わせた移動の利便性向上のため、市内の交通結節点を機能強化

し、「金沢版モビリティハブ」として整備を進めます。 
（主な整備内容） 
 地域の実情に応じて、「まちなか型」、「準郊外型」、「郊外型」とし、情報提供強化、乗継

円滑化、待合環境強化の整備を実施 
（整備時期） 
 令和７年４月～  

モビリティハブ整備候補エリア タイプ別の整備範囲の考え方 
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(3） バスレーンの強化 

公共交通の利便性・速達性向上のため、バスレーン社会実験を実施するとともに、実験結

果を踏まえ、交通管理者、道路管理者、交通事業者等協議の上でバスレーンの規制の在り方

について検討を行っていきます。 
（主な検討・実施内容） 

・都心軸区間（上下）の平日日中時間帯のバス優先レーン化 
（実施期間） 
・令和６～９年度（各年度内で１～２カ月程度を予定） 

 

 



12 
 

(4） 金沢ふらっとバスの EV 化 

 温室効果ガスの削減に向けた対策の一環として、市中心部を走るコミュニティバス「金沢

ふらっとバス」に電気自動車を導入します。 
 なお、走行ルートについては「此花ルート」（下図の青ルート）とします。 
 （導入時期） 
  ・令和７年３月（予定） 

 
  

ふらっとバス EV 車両（画像はイメージです） 
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(5） 連節バスの導入 

   路線バスの持続可能性を確保するとともに、まちの新たなシンボルとなり、分かりやすく

乗ってみたくなる移動手段を整備するため、連節バスを導入します。 
   なお、走行ルートについては、下図に示すルートとします。 
   （導入時期） 
    令和９年４月（予定） 
 
 
  

出典： 神戸市・神姫バス 出典： 連節バス走行実験（令和元年） 

連節バス導入路線 

連節バス車両イメージ 
※車種等は検討中 
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３. 地方公共団体による支援の内容 

金沢市は、公共交通の持続可能性の確保に向け、利便性向上等に係る施策について、社会

資本整備総合交付金等を活用し、北陸鉄道と共同し取り組む。 
 

事業名 事業の内容 実施主体 

■共通乗車船券 

石川線－金沢まちなかマル

得きっぷ（共通乗車船券の発

行） 

石川線と「石川線-金沢まちなかマル得きっぷ」を

販売。令和 7 年度以降継続実施する。（令和 6 年度

は実証実験） 

北陸鉄道㈱ 

■交通結節施設の充実 

金沢版モビリティハブの整

備 

様々な交通手段を組み合わせ利便性の向上を図る

交通結節点の機能強化に向けた整備を実施 

金沢市 

北陸鉄道㈱ 

■バス走行環境の充実 

バスレーンの強化 バス所要時間短縮に向けたバスレーン社会実験の

実施 

金沢市 

■その他、地域公共交通の利用を円滑化するための措置 

金沢ふらっとバス EV 化 市内中心部を走行するコミュニティバスの EV 化 金沢市 

連節バスの導入 路線バスの持続可能性を確保するため、連節バス

の導入及び走行環境の整備を実施 

金沢市 

北陸鉄道㈱ 

 
 

支

援

内

容 

【活用を想定する交付金、補助金】 
・社会資本整備総合交付金（都市・地域交通戦略推進事業） 
・     〃     （地域公共交通再構築事業） 
・地域公共交通確保維持改善事業費補助金（共創モデル実証プロジェクト) 
 など 

 
 

４. 実施予定期間  

令和６年９月～令和 10 年３月 
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５. 事業実施に必要な資金の額・調達方法  

事業名 必要な資金の額 調達方法および金額（想定） 実施年度 

■共通乗車船券 

石川線－金沢まちなかマル

得きっぷ（共通乗車船券の

発行） 

【令和７年度】   4,000 千円 

【令和８年度以降】 4,000 千円 

 

【令和７年度】 

・北陸鉄道㈱   4,000 千円 

【令和８年度以降】 

・北陸鉄道㈱   4,000 千円 

R7～ 

■交通結節施設の充実 

金沢版モビリティハブの整

備 

【令和 6 年度】  42,900 千円 

 

 

【令和６年度】 

・国交付金 

（社会資本整備総合交付金） 

14,300千円 

・金沢市       14,300千円 

・北陸鉄道㈱   14,300千円 

R6～ 

■バス走行環境の充実 

バスレーンの強化 【令和 6 年度】   8,000 千円 

【令和 7 年度以降】10,000 千円 

【令和 6 年度】 

・国交付金 

（社会資本整備総合交付金）   

4,000 千円 

・金沢市       4,000 千円 

【令和 7 年度以降】 

・国交付金 

（社会資本整備総合交付金）   

5,000 千円 

・金沢市       5,000 千円 

R6～ 
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■その他、地域公共交通の利用を円滑化するための措置 

金沢ふらっとバス EV 化 【令和 6 年度】   72,100 千円 【令和６年度】 

・国交付金 

（社会資本整備総合交付金） 

8,400 千円 

・国補助金 
（地域公共交通確保維持改善事業費補助金） 

22,000 千円 

・金沢市    41,700 千円 

R6 

連節バスの導入 【令和 6 年度】   8,200 千円 

【令和 7 年度以降】11,400 千円 

 

【令和６年度】 

・国交付金 

（社会資本整備総合交付金） 

4,100 千円 

・金沢市        4,100 千円 

【令和 7 年度以降】 

・国交付金 

（社会資本整備総合交付金）   

5,700 千円 

・金沢市       5,700 千円 

R6～ 

注）本表記載の補助金等の額については、現時点の見込み額であり、記載の通り調達がなされない場合があり得る。 
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６. 事業の効果  

事業名 事業の効果 
地域公共交通計画での 

目標における位置付け 

■共通乗車船券 

石川線－金沢まちなかマ

ル得きっぷ（共通乗車船

券の発行） 

鉄道とバスの乗り継ぎ抵抗を下

げることにより、利用者数の増加

につなげる。 

【基本方針】 

１.持続可能な交通ネットワークの形成 

・他の交通モードとの連携による利用

促進 

 

鉄道、バス双方の利用者数増加を通じ

て、公共交通の利用者の増加、市全体の公

共交通の分担率の上昇に寄与する。 

■交通結節施設の充実 

金沢版モビリティハブの

整備 

様々な交通手段を組み合わせた

交通結節点となるモビリティハ

ブの整備により公共交通の利便

性を向上させ、利用増加につなげ

る。 

【基本方針】 

２.交通機能の連携強化 

・モビリティハブの整備 

・主要なバス停におけるバス待ち環境

の整備 

 

公共交通の利用環境向上により、公共

交通の利用者の増加、市全体の公共交通

の分担率の上昇に寄与する。 

■バス走行環境の充実 

バスレーンの強化 企画乗車船券の対象区間である

金沢市内の都心軸（国道 157 号

線）において、バスの所要時間短

縮に向けたバスレーン社会実験

に実施により、バスの速達性向上

を図り、利用増加につなげる。 

【基本方針】 

１.持続可能な交通ネットワークの形成 

 ・導入空間確保に向けたバス専用レー

ン拡充等の交通実験の検討・実施 

３.交通利用環境の向上 

 ・バス走行空間の充実 

 

公共交通の速達性向上により利用増加

につなげ、公共交通の利用者の増加、市全

体の公共交通の分担率の上昇に寄与す

る。 
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■その他、地域公共交通の利用を円滑化するための措置 

金沢ふらっとバスのEV

化 

企画乗車船券やバスレーンの社会

実験等との事業との連携により、

金沢⇔白山・野々市への移動の円

滑化を図る。 

また、変速ショックによる高齢者

等の車内事故低減を図るととも

に、環境にやさしい車両の導入に

より公共交通のブランド力を高

め、利用の底上げにつなげる。 

【基本方針】 

４.人が中心となるまちなかの形成 

 ・利用者ニーズに応じた運行の実施 

５.交通行動の転換 

 ・環境に配慮した車両・施設の導入 

 

まちなかを走行する金沢ふらっとバス

のブランド力向上により、まちなかの歩

行者・自転車・公共交通分担率の向上に寄

与する。 

連節バスの導入 連節バスの導入及び走行環境を整

備することにより、公共交通の利

用を促進させ、公共交通の利用増

加や持続可能性確保につなげる。 

【基本方針】 

１.持続可能な交通ネットワークの形成 

 ・分かりやすく乗ってみたくなる移動

手段の導入 

 

 まちの新たなシンボルとなり、分かり

やすく乗ってみたくなる移動手段の整備

により、公共交通の利用者の増加、市全体

の公共交通の分担率の上昇及び輸送力の

確保・維持に寄与する。 
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前ページの事業を組み合わせることにより、公共交通のサービス水準向上、利用者増加・公共

交通利用者の回復を図る。事業の効果は第３次金沢交通戦略における成果指標（アウトカム）等

を参考に、下記のとおり新たに指標を設定する。なお、成果指標の目標設定についてはコロナ禍

前の数値とした。 
 

【本事業の実施による成果指標】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石川線―金沢まちなかマル得きっぷ販売枚数（利用者数） 
現況（R5）  1,648 枚/年  ➡ 目標（R9） 1,750 枚/年 

金沢ふらっとバス利用者数 
現況（R5） 1,633 人/日  ➡ 目標（R9） 2,000 人/日以上 

金沢ふらっとバス運行に係る公的資金投入額（運行負担金額） 
現況（R5）103,102 千円  ➡ 目標（R9） 98,000 千円以下 
 ※運行経費は R5 を基準として算定 

金沢ふらっとバス運行に係る収支率 
現況（R5）     37%    ➡ 目標（R9）   40％以上 

公共交通の利用者数 
現況（R5）    12.3 万人   ➡ 目標（R9）12.3 万人/日以上 

公共交通の収支率 
現況（R5）     99％      ➡ 目標（R9）  100%以上 

公共交通の公的資金投入額 
現況（R5）  4.1 億円/年   ➡ 目標（R9）平均 2.3 億円/年 

程度を確保 
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以下参考（第３次金沢交通戦略より） 
【成果指標（アウトカム）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【観測指標（アウトプット）】 
  

公共交通の利用者数※１ 〔重要成果指標〕
※2 

 

市内の公共交通分担率（平日）※１ 
〔重要成果指標〕

※2 

▮コロナ禍前の利用者数まで回復を目指す 

現況（R3） 8.6 万人/日 ➡ 目標（R9） 12.3 万人/日以上 

                ➡ 長期目標（R14） 13.0 万人/日以上 

▮市全体の公共交通の分担率の上昇を目指す 

 現況（H30） ９％ ➡ 目標（R９） ９％以上 

               ➡ 長期目標（R14） 10％以上 

まちなかの歩行者・自転車・公共交通分担率（平日） 

▮歩行者・自転車・公共交通分担率の上昇を目指す 

 現況（H30） 55％ ➡ 目標（R９） 55％以上 

公共交通平均所要時間（有松→武蔵区間） 

▮現況値：16 分 →短縮を目指す 

路線バス等への環境配慮車両の導入台数 

▮現況値：０台 →増加を目指す 

公共交通の収支率※１
 

▮利用を促進し収支率を高め、持続的な運行を目指す 

（都市圏全体）  現況（R３） 80％ ➡ 目標（R９） 100％以上 
（ふらっとバス） 現況（R３） 29％ ➡ 目標（R９） 40％以上 
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７. 地域公共交通計画に利便増進事業に関連して実施される事業が定

められている場合には、当該事業に関する事項  

 
１ 持続可能な交通ネットワークの形成 ～地域の実情に応じた公共交通の充実～ 

１－（２） 鉄道線の利用促進・利便性向上 

①北陸鉄道線の持続可能性の確保 

Ｃ．他の交通モードとの連携強化による利用促進 

取組内容 

・石川線・浅野川線と各種路線バス・鉄道間の乗継抵抗を軽減するため、ダイ

ヤ調整や乗継割引の拡充を行います。また、他の交通機関と連携強化を図り、

石川中央都市圏地域公共交通協議会での検討状況も踏まえ、JR線やバスなど

との乗継が必要な方の利便性を高めるための取組のあり方についても検討し

ます。 
・金沢ＭａａＳの取組を推進し、鉄道・路線バス・シェアサイクルなどの交通

モードを横断した１日フリー乗車券等の発行など、利便性向上を図ります(地

域公共交通利便増進事業の活用を検討)。 
・石川線・浅野川線の利用促進に向け、駅周辺におけるパーク・アンド・ライ

ド駐車場やサイクル・アンド・ライド駐輪場、シェアサイクルポートの整備

を官民連携で推進します(地域公共交通利便増進事業の活用を想定)。 
・全国共通交通系ＩＣカードやクレジットカード決済、二次元コード決済など

のキャッシュレス化について、新たなサービスの動向も踏まえ検討します(地

域公共交通利便増進事業の活用を想定)。 

実施主体 
行政、交通事業者（鉄道、バス、シェアサイクル）、駐車場提供者 

パーク・アンド・ライド利用者等 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

  

     

 
１－（３） 新しい交通システム（第１段階）の整備 

Ｂ．わかりやすく乗ってみたくなる移動手段の導入 

取組内容 

・まちの新たなシンボルとなる洗練されたデザインで、輸送力が高く、環境負

荷の小さな連節バスなどの導入を検討します（道路運送高度化事業、地域公

共交通利便増進事業等の活用を想定）。 

・乗降の円滑化に向けた運賃収受（信用乗車制度や路上係員による収受等）の

条件を検討し、連節バスの導入と合わせ一部路線において交通実験を行いま

す。 

実施主体 行政、交通事業者（バス） 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

  

     

路線バス・鉄道等との連携検討 
Ｐ＆Ｒ駐車場の整備 
キャッシュレス化の検討 

利用促進策の充実 

条件検討や交通実験の実施 本格導入 
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Ｃ．導入空間確保に向けたバス専用レーン拡充等の交通実験の検討・実施 

取組内容 

・新しい交通システムの導入空間確保に向け、バス専用レーンの時間帯見直し

やカラー舗装・ＬＥＤ道路鋲などによる明示化、公共交通優先信号（ＰＴＰ

Ｓ）の強化など、バス専用レーンの強化を検討します。 

・バス専用レーンの終日化と合わせ、都心軸やその周辺におけるタクシー乗降

場や荷捌きスペースの確保に向けた段階的な条件整備について検討します。 

実施主体 行政、交通事業者（バス、タクシー）、運送事業者 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

 

     

 

Ｄ．沿道施設と連携したバス待ち環境の向上 

取組内容 

・都心軸を中心として、バス車両や停留所などをトータルデザインし、沿道施

設の土地利用とも連携しながら、悪天候時も安心して利用できる環境整備を

検討します（地域公共交通利便増進事業の活用を想定）。 

・バスベイの効果的な配置やバリアレス縁石等の導入を検討し、乗降の円滑化

や安全性を確保します（地域公共交通利便増進事業の活用を想定）。 

・鉄道や路線バス、シェアサイクル、タクシーなどの他の公共交通やパーク・

アンド・ライド駐車場等との接続を強化するため、モビリティハブの整備を

推進します（詳細は 2-(3)参照）。 

実施主体 行政、交通事業者（バス、タクシー、シェアサイクル）、沿道施設所有者等 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

 

     

 
２ 交通機能の連携強化 ～便利で円滑な交通の実現～ 

２－（３） 官民連携による交通結節点の整備・充実 

Ａ．モビリティハブの整備 

取組内容 

・まちなかや公共交通重要路線を中心として、バス、鉄道、シェアサイクル、タ

クシー、パーク・アンド・ライド（自家用車）などの多様な交通モードとの接

続・乗継拠点となるモビリティハブについて、地域の実情に応じた整備を推

進します（地域公共交通利便増進事業の活用を想定）。 

実施主体 行政、交通事業者（バス、タクシー、シェアサイクル）、沿道施設所有者等 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

  
     

 

交通実験や段階的な条件整備の検討 

デザインや整備方法の検討 順次整備の実施 

導入箇所・方法の検討 順次整備の実施 
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Ｄ．主要なバス停におけるバス待ち環境の整備 

取組内容 

・利用者の多い主要なバス停や公共交通重要路線沿線のバス停などでは、待合

環境改善のため、スマートバス停やシェルター・ベンチ・案内装置等を計画

的に整備・更新します。また、木の文化都市として、ベンチや上屋などには

地元産材を利用した、ぬくもりとコミュニケーションが促進される環境を目

指します（地域公共交通利便増進事業の活用を想定）。 

実施主体 行政、交通事業者（バス） 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

 
     

   
３ 交通利用環境の向上 ～快適で安全な利用環境づくり～ 

３－（１） 走行環境等の充実 

Ａ．バス走行環境の充実 

取組内容 

・バス専用レーンの時間帯拡大、終日化及び合理化に向けた交通実験について、

関係機関と検討します。 

・都心軸を中心に、カラー舗装・ＬＥＤ道路鋲などによるバス専用レーンの明

示化や公共交通優先信号（ＰＴＰＳ）の強化、バス専用レーンの遵守に向け

たまちなか（国道 157 号等）での指導・啓発活動を強化します(地域公共交通

利便増進事業の活用を想定)。 

実施主体 行政、交通事業者（バス） 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

 

     
 
４ 人が中心となるまちなかの形成 ～歴史と文化が薫る歩きたくなる空間づくり～ 

４－（３） 金沢ふらっとバスの利便性向上 

Ａ．利用者ニーズに応じた運行の実施 

取組内容 

・利用者ニーズを踏まえながら、バス運転手の高齢化や新規採用者の減少等に

よる担い手不足や運転手の労働条件に配慮した運行を実施します。 

・利用者の利便性向上や利用促進に向け、金沢ＭａａＳと連携したデジタル回

数券の拡充などの取組を推進します(地域公共交通利便増進事業の活用を想

定)。 

・都心軸上の商業施設との連携や、金沢ふらっとバス以外の交通手段との連携

により、中心市街地における利用者の回遊性を向上させる施策を展開します。 

実施主体 行政、交通事業者（バス） 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

 
     

 

社会実験等を通じた取組の充実 

継続的な見直し・改善 

順次整備の実施 
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５ 交通行動の転換 ～公共交通の利用促進と普及啓発～ 

５－（１） モビリティマネジメントの推進 

Ｂ．環境に配慮した車両・施設の導入 

取組内容 

・バスのＥＶ化や連節バスなどの環境に配慮した車両の導入、公共シェアサイ

クル「まちのり」の再生可能エネルギーの活用について検討します（地域公

共交通利便増進事業の活用を想定）。 

実施主体 行政、交通事業者（バス、シェアサイクル） 

実施スケ

ジュール 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 
     

 
     

  

連節バスや車両更新に併せ導入 
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８. 地域公共交通計画に都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化に関す

る施策、観光の振興に関する施策その他の関係する施策との連携に関す

る事項が定められている場合には、当該連携に関する事項  

金沢市集約都市形成計画 令和５年３月変更 

 下記のとおり、居住誘導区域において「公共交通重要路線の利便性向上」、「金沢ふらっとバス

EV 化」、新しい交通システム第一段階の整備（連節バスの導入）及び交通結節点の整備・機能強

化（モビリティハブの整備等）の実施を計画している。 
 

４章 誘導区域および誘導施策等の設定 
２）居住誘導区域および一般居住区域の設定 

（１）区域の設定方針 
居住誘導区域は、第３次金沢交通戦略で位置づけた「公共交通重要路線」の沿線のほ

か、本市の根幹となる中心市街地や歴史的なまちなみを保存・活用する区域および後

述する都市機能誘導区域を基本に設定します。 
また、一般居住区域は、市街化区域のうち、居住誘導区域や災害リスクの高い区域を

除く区域を基本に設定します。 

＜居住誘導区域および一般居住区域の設定方針＞ 

位置づけ 区域設定の考え方（災害リスクの高い区域等を除く） 

居住誘導 

区域 

Ａ．まちなか区域 

・「金沢市定住の促進に関する条例」で定める区域 

Ｂ．第３次金沢交通戦略で位置づけた「公共交通重要路線」および 

「金沢ふらっとバス」の徒歩圏内の区域 

（以下、上記２路線の徒歩圏内を「公共交通重要路線等沿線区域」という。） 

・徒歩圏は、ＪＲ･ＩＲの駅から 500ｍ、北陸鉄道石川線・浅野川線の駅お

よびバス路線から 300ｍとする 

Ｃ．歴史文化居住区域 

・「伝統的建造物群保存地区」「こまちなみ保存区域」「文化的景観区域 

(景観計画)」などの金沢らしい歴史的なまちなみを保存・活用する区域 

一般居住 

区域 
Ｄ．市街化区域内の居住誘導区域以外の区域（本市独自の任意の区域） 
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９. その他利便増進事業の運営に重大な関係を有する事項がある場合

には、その事項 

該当なし 
 
 


